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令和4年 第４回市会定例会（11/29～1２/２３）が開催されました

温室効果ガスの削減目標を国の掲げる2030年度46％削減よりも高い、2030年度50％削減を掲げた

横浜市の実行計画が議案として提出されました。計画には、横浜臨海部脱炭素イノベーションの創出、脱炭素経

営支援の充実、脱炭素に対応したまちづくり、脱炭素ライフスタイルの浸透、そして市役所の率先行動の５つを

重点取り組みに設定しました。これら、市内経済の循環・持続可能な発展、並びに市民や事業者の行動変容に

資する取り組みを中心に、目標の達成に向けて全力で取り組んでいきます。

市第58号議案 横浜市温暖化対策実行計画の策定について

小児医療費助成：子育て世代への直接支援の取り組みとして小児医療費

助成事業を拡充することが示されました。子育て支援を強めていくこと

が重要です。

市第59号議案 横浜市中期計画2022～2025の策定について

「横浜市中期4ヶ年計画」基本計画特別委員会が開催され、中期計画の

中で、中学校給食の位置付けが「選択制」から「原則」へと舵が大きく切り

替わりました。横浜市が栄養バランスの整った給食を中学生全員に届ける

ことが叶い、私の公約が実現できたことを嬉しく思います。

中学校給食：「中学校給食」について「令和８年度から中学校給食の利用

を原則とする」と示され、念願の全員喫食が実現されます。栄養価の高い

美味い給食が中学生に提供されるよう取り組んでいきます。

中学生全員喫食の実現は生徒の成長にとって、また、保護者にとっても

大変意義のあることであります。

全ての生徒に届けることは、食を通じて地産、季節等の行事が感じられ、

食育を実践するのに相応しいことです。

今まで前に進まなかった中学校給食の早期実現を全学校同時期に行う

ためにはデリバリーで行うことが必須です。今後も課題を捉え、多くの生

徒と保護者の満足度が高い給食の提供を行っていきます。
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